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1 本取扱説明書について

1.1 対象の読者
本取扱説明書は、リーク検査技術の分野での経験とリーク検査システムにおけるリー
クディテクターの統合を経験したユーザーおよび技術的に認定された専門家を対象と
しています。装置の設置および使用には、電子インターフェースの取り扱いに関する
知識も必要です。

1.2 その他の関連文書
接続されたリークディテクターの取扱説明書
LDS3000インターフェースプロトコル jira54
HLD6000インターフェースプロトコル kirb43

1.3 警告表示の説明

 危険
死亡や重傷に至る差し迫った危険な状況

 警告
死亡や重傷に至る可能性がある危険な状況

 注意
軽傷に至る危険な状況

注記
環境または物的な損害が生じる危険な状況
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2 安全

2.1 対象の用途
I/Oモジュールは、リークディテクターと外部コントローラーとの間を結ぶ装置イン
ターフェースです。

• 本装置の設置および使用は、必ず本取扱説明書に従って行ってください。

• 本装置は、乾燥した屋内エリアおよび工業環境でのみ使用してください。

不適切な使用 次に挙げる状況や用途には使用しないでください：

• 技術仕様外での使用（「技術データ」を参照）

• 入力または出力の仕様外では使用しないでください。「装置の構成 [} 8]」を参
照してください。

• 触れると危険な電圧の接続

• 仕様を満たしていないヒューズの使用

• 間違ったケーブルや回線を使用しないでください。「装置の構成 [} 8]」を参照
してください。

• 許容環境条件外での操作

• 爆発性雰囲気での本装置の使用

• 放射能のある場所での使用

• RS232またはRS485インターフェースへの互換性のない装置の接続

注意：本装置は住宅地域での使用を想定していません。

2.2 オペレーターの義務
• 本書および所有者が作成した作業手順を読み、記載された内容を遵守してくださ

い。特に、安全注意事項や警告類には注意してください。

• すべての作業は、本取扱説明書に基づいて実施してください。

• 本取扱説明書に記載されていない運転やメンテナンスに関するご質問については
サービスにお問い合わせください。

2.3 ユーザーへの要求事項
次の注意事項は、ユーザー、従業員または第三者が製品を安全かつ効果的に使用する
上で責任を負う企業または担当者を対象としています。

安全性を重視した操作
• デバイスは、機能や動作に問題がなく、かつ損傷がない場合にのみ運転してくだ

さい。

• デバイスは、本取扱説明書に従って安全性を重視し、リスクに配慮した方法での
み該当してください。

• 次の規則に従い、それらが厳守されることを確認してください：
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– 対象の用途

– 一該当の安全注意事項全般および事故防止規則

– 国際、国内および地域の規格およびガイドライン

– その他の機器関連の規定や規則

• 純正部品またはメーカーが承認した部品のみを使用してください。

• 本取扱説明書はいつでも閲覧できる場所に保管してください。

作業員の資格
• デバイスを用いた作業は、指示された作業員に限定されます。指示された作業員

は、デバイスに関するトレーニングを受けている必要があります。

• 任命された作業員が、本取扱説明書やその他該当する文書を読み、理解している
ことを確認してください。
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3 納品範囲と輸送
品目 数量
I/Oモジュール 1
取扱説明書 1

 製品の受け取り時に、すべての品目が揃っていることを確認してください。
輸送

注記
不適切な梱包による破損
不適切な梱包材による輸送は、装置の損傷につながる可能性があります。

 装置の搬送には、必ず元の梱包材を使用してください。

 元の梱包材は保管しておいてください。
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4 説明

4.1 装置の構成

3

2
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36

38

9
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35

34

21

図 1: 上から見た図

1 PLC IN（デジタル入力） 6 DIPスイッチとヒューズをカバーする
2 RS232 7 LD、リークディテクター接続部
3 ステータスLED 8 ANALOG IN（アナログ入力）
4 ANALOG OUT、アナログ出力 9 RS485
5 PLC OUT（デジタル出力） 10 24 V OUT、24ボルト出力
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最大ケーブル長
特に明記されていない限り、すべての接続に対する最大ケーブル長は3mです。

図1、番号1 PLC IN
デジタル入力

ガルバニック絶縁（GNDに対して最大DC 60V、AC 25V）
最大許容入力電圧：U = 35V

アクティブ信号：U = 13～35V（標準24V）、I = 約7mA
非アクティブ信号：U < 7V（標準0V）、I = 0mA

これらのデジタル入力の信号は、確実に評価できるよう最小100ミリ秒の長さが必要
です。

入力端子PLC-IN1～PLC-IN10の機能は、接続されているリークディテクターのソフト
ウェアで自由に設定できます。

I/O-Modul

PLC IN Pin 1

PLC IN Pin 2

PLC IN Pin 3

PLC IN Pin 4

PLC IN Pin 5

PLC IN Pin 6

PLC IN Pin 7

PLC IN Pin 9

PLC IN Pin C

24 V-OUT
+

_0 V
24 V

0 – 24 V

PLC/SPS

PLC IN Pin 8

PLC IN Pin 10

PLC IN Pin 1

PLC IN Pin 2

PLC IN Pin 3

PLC IN Pin 4

PLC IN Pin 5

PLC IN Pin 6

PLC IN Pin 7

PLC IN Pin 9

PLC IN Pin C

PLC IN Pin 8

PLC IN Pin 10

Digital In Digital Out
I/O-Modul
Digital In

PLC/SPS
Relay Out

図 2: 回路例、PLCによるデジタル入力。左：ドライバー出力、右：無電位接点
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図1、番号2 RS232
RS-232の接続

ガルバニック絶縁（GNDに対して最大DC 60V、AC 25V）

接続プラグの割り当て：

ピン 名称
2 TxD
3 RxD
5 GND

これらの接続部を結ぶには、通常のRS-232ケーブル（1：1接続、RxDとTxDがクロス
していない、ヌルモデムケーブルでない）を使用してください。最大ケーブル長：
30m、シールド付き。

 RS-232制御プログラムでRS-232ハードウェアハンドシェイクをオフにしてくださ
い。

ハードウェアハンドシェイクを無効にできない場合は、RS-232ケーブルを次のように
使用してください。

図 3: RS-232ケーブルによる接続（ハードウェアハンドシェイクを無効にできない場合）
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図1、番号3 STATUS-LED

色 ステータス 意味
赤 点灯 装置が動作しない、または故障している
赤 点滅 準備が完了していない、リークディテクタ

ーとの通信が確立されていない
青緑 点灯 動作準備完了、リークディテクターとの通

信が確立済み
緑 素早く点滅 ブートローダーがアクティブ、ソフトウェ

ア更新の準備完了
緑 ゆっくり点滅 RS232でのデータ受信
黄 ゆっくり点滅 RS485でのデータ受信
– 消灯 動作電圧なし

図1、番号4 ANALOG OUT
アナログ出力（例えば、リークレートや一次側圧力の記録用）

ガルバニック絶縁（GNDに対して最大DC 60V、AC 25V）

電圧範囲 0～。10V
精度 ±15 mVのオフセット、さらに直線性誤差として測定値

（現在の出力電圧）から±1%（25°C時）
解像度 標準2.5mV
負荷 > 10kΩ

接続プラグの割り当て：

ピン 名称
1 アナログ出力1：ANALOG-OUT 1
2 アナログ出力2：ANALOG-OUT 2
3 アナログ出力側のGND

すべての出力の機能は、接続されているリークディテクターのソフトウェアで自由に
設定できます。
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図1、番号5 PLC OUT
デジタル出力

ガルバニック絶縁（GNDに対して最大DC 60V、AC 25V）
出力ごとの最大許容負荷：U = 30V、I = 0.75A

デジタル出力用ヒューズ、1～4、5～8 : 2 x 0.75 A

PLC OUT Pin 1

F 0. 75 A

F 0. 75 A

PLC OUT Pin 2

PLC OUT Pin 3

PLC OUT Pin 4

PLC OUT Pin 5

PLC OUT Pin 6

PLC OUT Pin 7

PLC OUT Pin 8

PLC OUT Pin C

I/O-Modul
Digital Out

PLC/SPS
Digital In

図 4: 回路例、デジタル出力
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図1、番号6 ヒューズとディップスイッチ S1, S2
デジタル出力および DIP スイッチ用のヒューズ (カバーの下)

F201：

デジタル出力用ヒューズ 1 ...4

F202：

デジタル出力用ヒューズ 5 ...8

ヒューズタイプ：ヒューズ0.75A、速動、125VAC/DC、7x2mm

（Schurter：7010.9800.xx）

DIPスイッチS1 LDS3000 HLD6000 接点
4 3 2 1

初期設定（リークディテクター
またはコントロールユニットに
よるインターフェースプロトコ
ルの規定）

• • 0 0 0 0

ASCIIログのエントリー数 • • 0 0 1 0
LDログのエントリー数 • • 0 0 1 1
バイナリプロトコル • 0 1 0 1
LDS1000プロトコル • 0 1 1 0
通常のプロトコル • 0 0 0 1
シンプルなプロトコル • 0 1 0 0

1 = ON、0 = OFF

DIPスイッチS2 接点
4 3 2 1

ソフトウェア更新用ブートモードの有効化 X + 0 0
RS-485のバス終端120ΩのOFF 1 X 0 0

1 = ON、0 = OFF、+ = 動作中にOFFからONに切り替える、X = 任意

図1、番号7 LD接続部
リークディテクターへのデータケーブルの接続部

INFICONデータケーブルの長さは30m未満

図1、番号8 ANALOG IN
アナログ入力（入力電圧範囲0V～10.8V）

接続プラグの割り当て：

ピン 名称
1 24V電源（出力）
2 24V電源側のGND
3 アナログ入力（0V～10.8V）
4 アナログ入力側のGND
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図1、番号9 RS485
RS-485の接続

図 5: RS-485バス終端

A アクティブバス終端
B バス終端なし
C パッシブバス終端

ガルバニック絶縁（GNDに対して最大DC 60V、AC 25V）

接続プラグの割り当て：

ピン 名称
1 プルアップ抵抗（+5Vに対して562Ω）、必要に応じてD+に接続
2 D+
3 D-
4 プルダウン抵抗（GNDに対して562Ω）、必要に応じてD-に接続
5 COM

I/Oモジュールに統合されているD+とD間のバス終端（120Ω）は、DIPスイッチS2-4
によりオフにできます。バスアドレスは1です。2台を超える接続ユニットを使用して
バスを作動させることはできません。

図1、番号10 24 V OUT
24V出力

接続プラグの割り当て：

ピン 名称
+ + 24V
- GND

I/Oモジュールはリークディテクターから電圧を供給されるため、単独の電源は必要
ありません。24V出力は、I/Oモジュールへの電源供給には使用されません。

I/Oモジュールの24V出力は、PLCの入力および出力のアクティブ信号として使用でき
ます。
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この出力から引き出せる最大電流は、LDインターフェースに接続されているリークデ
ィテクターによって制限されます。引き出される電流が0.5Aを超えてはなりません。
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4.2 機能
この装置はリークディテクターと外部コントローラーとの間を結ぶインターフェース
であり、以下を備えています。

• 1個のRS-232ポート

• 1個のRS-485ポート

• アナログ入力

• 10 個のデジタル入力

• 2つのアナログ出力

• 8つのデジタル出力

実際の機能は、接続されているリークディテクターのソフトウェアによって決まりま
す。

4.3 技術データ
機械的データ

IO1000
寸法（長さ x 幅 x 高さ） 108 mm x 90 mm x 78 mm

電気的データ

IO1000
運転電圧 24V±10%
最大消費電流 0.8A
24V出力の最大出力電流 0.5A
保護等級 EN 60529 IP20

UL 50E タイプ1

環境条件

IO1000
最大海抜高度 2000 m
40 °Cを超過する場合の最大相対湿度 50%
31～40 °Cの最大相対湿度 80%～50%（直線的に減少）
最大湿度31 °Cまで 80%
保管温度 -20°C～60°C
周囲温度 +5 °C～+50 °C
汚染度 II
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5 取り付けと取り外し
 本装置は、必ず乾燥した環境および建物内で使用してください。

5.1 装置をDIN-TS35トップハットレールに取り付
ける

図 6: デバイスを取り付ける

1 装置の下部をトップハットレールに引っ掛けます。

2 装置の上部をトップハットレールに押し込みます。

5.2 接続する
I/Oモジュールをリークディテクターに接続する

I/Oモジュールはデータケーブル経由でリークディテクターと通信し、データケーブ
ルを介して電圧が供給されます。

1 データケーブルを使用して、I/Oモジュール（接続部「LD」）をリークディテ
クター（接続部「I/O Anybus」）に接続します。

2 ご希望のインターフェースを介してI/Oモジュールを外部コントローラーに接
続します:

– RS232（RS-232インターフェース）

– RS485（RS-485インターフェース）

– Analog In（アナログ入力）

– Analog Out（アナログ出力）

– PLC In（デジタル入力）

– PLC Out（デジタル出力）
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5.3 I/OモジュールをDIN-TS35トップハットレール
から取り外す

図 7: I/Oモジュールを取り外す

1 マイナスドライバーを使用してロックを引き抜きます。

2 装置をトップハットレールから取り外します。
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6 デバイスの廃棄
デバイスは、オペレータが廃棄するか、製造元に送ることができます。このデバイス
は、リサイクル可能な材質が使用されています。無駄を避けて環境を保護するには、
このオプションを使用する必要があります。

地域の環境規制や安全規制に従った方法で廃棄してください。

デバイスは家庭ごみとして廃棄してはなりません。
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7 EU適合宣言
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8 RoHS
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